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立案シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 …このような提案で、少子高齢化の問題を解決します！！！ 
スクリプト 
１：「私たちの考えたアイディアは…」【立案】の部分 
２：「具体的にどんなアイディアかというと…」【具体的な方法】の部分 
３：「これによって何が解決するかというと…」【どんな課題を解決？】の部分 
４：「誰に、どんなメリットがあるか…」【誰に、どんなメリット？】の部分 
５：「しかし、この案は…」【この立案の弱点】の部分 
６：「このような案で、問題を解決できると考えました」 

【立案】  ・赤ちゃんルームと社会復帰 ・育児サポートする会社 ・女性だけの部署をつくる  
・女性が働きやすい環境を職場に子供を預ける所をつくる 

【具体的な方法】 

・出産した後もすぐに女性が働けるように、日中は保育園のように赤ちゃんを 

預けられる場所を会社が確保し、格安で利用できるようにする 

・育児に関わる女性のリモートワークを可能にする 

・ハラスメントを防止するための授業を会社で行い、ハラスメントに関するア

ンケートを取って未然に防ぐ 

・社内に子供を預けられる所をつくる 

・会社に子供を預かってもらい、資格を持っている人を雇用する 

・育休明けの人が対象のリハビリルームを設置する 

・カウンセリング施設をつくる 

・近くの保育園と合体する 

・男女一人ずつの管理職をつくる 

・女性に高めの賃金を渡す。 

・育休産休からの復帰ボーナスを渡す 

【誰に・どんなメリット？】 

・子供を育てながら仕事を頑張る女性 

・子持ちの親でも子供が身に届く範囲にいる 

・女性同士で問題の共有ができる 

【どんな課題を解決？】 

・女性の昇進のしにくさを改善する ・時間を気にせず働ける 

・余裕をもって子育てできる    ・社会復帰しやすい 

【この立案の弱点】 

・子供がいない人は意味がない ・会社内で子供を嫌う人が困る 

・人手不足の可能性      ・男性に不利 

・預かる人が不足する可能性  ・子供の成長に影響が出るかも 
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とりあえずの自分なりの答え 
①中小企業設立のサポートをし、市場を発達させることで経済を活性化する 
②年金→一人の年金の負担が大きいので国からも年金にあてるお金を増やす。中小企業のグローバル化

や海外新種を進める。税金を増やすかわりに大学までのお金を負担する。 
③より経済を回すために給料を上げるだけでなく 103 万の壁も上げる。 
 

 日付 テーマ 授業で分かったこと 今日の授業の経済的な課題は？ 

第１回 
 

中小企業の課題 
・大企業との格差が大
きく生じている 

・中小企業ももっと稼げるよう
になっていかないといけない 

第２回 
 

農業の課題 
・農業の後継者が不足
していること 

・米の農家への経済的な支援が
行われる必要がある 

第３回 
 

環境面での課題 
・企業は利益と環境を
一緒に考える 

・環境を維持していくにもお金
がかかるということ 

第４回 
 

エシカル消費 
・ファストファッショ
ンは継続不可能。 

・商品が高くなるため、買いやす
い値段にするにはどうすべきか 

第５回 
 

女性の労働問題 
・育児で社会復帰がし
にくくなっている 

・女性を中心にすると男性のデ
メリットが出てくる 

第６回 
 

社会保障の課題 
・高齢者の定義は 65 歳
でよいのか？ 

・労働者の年齢が上がっても会
社で健康で働けるか疑問 

 
 
 
 
 
 

モニタリングシート（MS）で 

学びを「見える化」しよう 

【今回の問い】 
 日本の経済的な課題を解決する新しいアイディアは何か？ 
 

【改めて今回の問いに対する自分の答え】 
 （【今回の問い】－日本の経済的な課題を解決する新しいアイディアは何か？） 
①中小企業が５R 製品など環境への配慮を行いながら協力することで経済成長を図る。 
②米農家にも支援したり、中小企業の売り上げ数を上げたりするために海外進出をして広い客層を

ねらう。それにより企業の力を伸ばし、一人一人の年金の負担を少しでも減らし、物価が上昇し
ている現状に対応する。 

③日本に必要な業種（米農家）で働きづらい環境が見られるため、国は寄付金を渡すべき。また、
消費者が欲しくなるというのだけを考えていてはダメだから環境にも配慮しつつ、欲しい物をつ
くる。 

 


